
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラレンズを通じて動映像を撮像するＤＶＣ部と、
　
　前記ＤＶＣ部の出力信号をデジタル動映像データに変換させるＤＶＣ信号処理ブロック
と、
　

　前記デジタル動映像データを所定の第１解像度に変換させる第１解像度変換部と、
　前記デジタル動映像データを所定の第２解像度に変換させる第２解像度変換部と、
　
　前記第１解像度変換部から出力されるデータを所定の第１フォーマットのデータで圧縮
する第１圧縮部と、
　前記第２解像度変換部から出力されるデータを所定の第２フォーマットのデータで圧縮
する第２圧縮部と、
　前記第１フォーマットのデータを保存する第１記録媒体と、
　前記第２フォーマットのデータを保存する第２記録媒体と、
　

　前記第１及び第２記録媒体の中いずれか１つを選択するための記録モード信号を出力す
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カメラレンズを通じて停止映像を撮像するＤＳＣ部と、

前記ＤＳＣ部の出力信号をデジタル停止映像データに変換させるＤＳＣ信号処理ブロッ
クと、

前記デジタル停止映像データを所定の解像度に変換させる第３解像度変換部と、

前記第３解像度変換部から出力されるデータを所定の第３フォーマットのデータで圧縮
して第１記録媒体に保存する第３圧縮部と、



る記録媒体選択スイッチ部と、
　前記記録モード信号に基づいて前記デジタル動映像データが前記第１及び第２解像度変
換部の中いずれか１つの解像度変換部へ伝送されるように制御する制御部と、
　前記ＤＶＣ部及び前記ＤＳＣ部を具備し、本体に対して回転自在に設置される複合カメ
ラ部と、
　前記複合カメラ部の回転角度によって、前記ＤＳＣ部及びＤＶＣ部の中いずれか１つを
選択して対応する動作モード信号を出力するモード選択スイッチ部と
を含み、
　前記制御部は、前記動作モード信号に対応する前記ＤＳＣ部及びＤＶＣ部の中いずれか
１つを駆動させることを特徴とする撮影装置。
 
【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】
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　前記モード選択スイッチ部は、前記複合カメラ部の回転角度が第１範囲である場合には
前記ＤＳＣ部を作動させるためのＤＳＣ動作モード信号を前記制御部に出力し、前記回転
角度が第２範囲である場合には前記ＤＶＣ部を作動させるためのＤＶＣ動作モード信号を
前記制御部に出力することを特徴とする請求項１記載の撮影装置。

　前記モード選択スイッチ部は、前記回転角度が第３及び第４範囲である場合は前記動作
モード信号を出力しないことを特徴とする請求項２記載の撮影装置。

　本体及び前記本体に対して回転自在に設置され、動映像を含んだ映像を撮像する第１カ
メラ部と停止映像を撮像する第２カメラ部とを含む複合カメラ部を備える複合撮影装置の
撮影方法において、
　（ａ）前記複合カメラ部の回転角度によって、前記第１及び第２カメラ部の中いずれか
１つを選択する段階と、
　（ｂ）前記（ａ）段階において、前記第１カメラ部が選択された場合、第１及び第２記
録媒体の中いずれか１つを選択する段階と、
　（ｃ）前記（ｂ）段階において、前記第１記録媒体が選択された場合、前記第１カメラ
部から出力されたデータを所定の第１解像度に変換した後、所定の第１フォーマットのデ
ータで圧縮して前記第１記録媒体に保存する段階と、
　（ｄ）前記（ｂ）段階において、前記第２記録媒体が選択された場合、前記第１カメラ
部から出力されたデータを所定の第２解像度に変換した後、所定の第２フォーマットのデ
ータで圧縮して前記第２記録媒体に保存する段階とを含むことを特徴とする撮影方法。

　前記（ａ）段階で前記第２カメラ部が選択された場合、前記第２カメラ部から出力され
たデータを所定の第３解像度に変換した後、所定の第３フォーマットのデータで圧縮して
前記第１記録媒体に保存する段階をさらに含むことを特徴とする請求項４記載の撮影方法
。

　前記第１解像度は３２０×２４０であり、前記第２解像度は７２０×４８０であり、前
記第３解像度は２２７２×１７０４、２２７２×１５０４、１６００×１２００及び６４
０×４８０の中いずれか１つであることを特徴とする請求項５記載の撮影方法。

　前記２２７２×１７０４、２２７２×１５０４、１６００×１２００及び６４０×４８
０解像度の中いずれか１つを選択する段階をさらに含むことを特徴とする請求項６記載の
撮影方法。

　前記第１フォーマットはＭＰＥＧフォーマットであり、前記第２フォーマットはＤＶフ
ォーマットであり、前記第３フォーマットはＪＰＥＧフォーマットであることを特徴とす
る請求項５に記載の撮影方法。



【請求項９】

 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影装置及びその方法に係り、より詳しくは、ユーザが選択した記録媒体の
種類によって保存される映像の解像度を自動に設定する撮影装置及びその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、デジタルスチルカメラ（ＤＳＣ）は、レンズを通じて入射される映像をデジ
タル信号に変換してハードディスク又はメモリカードのような記録媒体に保存する。即ち
、撮影された映像をフィルム等に記録せず前記記録媒体に保存してスキャナーなどを通じ
ないで直接コンピュータにデジタルイメージを入力できる。
【０００３】
　このようなＤＳＣはＰＣとの互換性が大きくて編集及び修正が簡便で、外部コンピュー
タと連結して撮影した映像が伝送できる。また、ＤＳＣは、一般カメラのような構造を有
しているので携帯が簡便である。即ち、ＤＳＣは、レンズ装置とメモリ装置と信号変調装
置と表示装置等を備える。
【０００４】
　ところで、このようなＤＳＣは、映像を記録する記録媒体の容量などの理由で主に停止
映像を撮影することに使用する。即ち、一部の動映像が撮影できる機能を有しているが、
長時間の撮影が実質的に不可能である。特に、動映像を撮影して再生する時、音響を共に
記録して再生する装置がないので、実質的には動映像を撮影して保存及び再生するには不
適切である。
【０００５】
　このような点を充足させるため、テープのような記録媒体に撮影される被写体の画像及
び音響等を記録及び再生する記録／再生装置、例えば、カムコーダー、即ち、デジタルビ
デオカメラ（ＤＶＣ）が広く普及されている。
【０００６】
　前記ＤＶＣは、レンズ装置と、信号変換装置と、撮影された映像を記録／再生するデッ
キ装置と、表示装置などを備える。このようなＤＶＣは、主にカセットテープを記録媒体
とし、そのカセットテープをデッキ装置に装着して撮影された動映像を記録する。また、
ＤＶＣは、マイク装置とスピーカー装置を具備しており、装着されたカセットテープに１
時間以上の撮影が可能である。
【０００７】
　このようなＤＶＣも停止画像を撮影する機能を有しているが、上述したＤＳＣに比して
画質が低下されるので、主に動映像を撮影することに使用される。また、ＤＶＣはＤＳＣ
より多様な機能を有して複雑に構成されるので、サイズが相対的に大きく高価である場合
が一般的である。
【０００８】
　ところで、上述のように、ＤＳＣとＤＶＣの各々の機能を活用するためには二つの製品
を全て購入する必要があった。したがって、消費者には経済的に負担があった。また。購
入後にも各々の特徴的な機能があるので、二つの製品の全ての機能を必要とする場合には
携帯が不便である問題点があった。
【０００９】
　このような問題点を解決するために、ＤＳＣとＤＶＣを一つのケースに一体化したＤＳ
Ｃ一体形ＤＶＣが開発されており、これをデジタルカメラ／カムコーダー又はデュオカム
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　前記第１記録媒体は内蔵型メモリ及び脱着式ＩＣメモリカードの中いずれか１つであり
、前記第２記録媒体は磁気テープであることを特徴とする請求項４記載の撮影方法。



（ＤＵＯＣＡＭ）と称する。
【００１０】
　デュオカムは、撮影した映像を保存する記録媒体でメモリカードと磁気テープを使用し
、ユーザは二つの中いずれか１つを選択して撮影した映像が記録できる。メモリカードは
、サイズが小さくＰＣと直接に接続してデータを簡便に伝送できる長所があるが、保存容
量が少ない短所があリ、磁気テープはメモリカードの長短所を逆に有する。保存容量が少
ないメモリカードには低容量のデータである低解像度の映像で保存することが保存空間の
効率的な利用面で好ましい。一方、磁気テープは、保存容量が大きいので、高解像度の映
像で保存しても関係ない。
【００１１】
　しかしながら、従来のデュオカムは、ユーザが選択した記録媒体によって保存される映
像の解像度が各々相違に自動的に設定されないので、ユーザは自分が選択した記録媒体に
よって別に解像度を直接に設定しなげればならない不便さがあった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、上述したような従来技術の問題点を解決するためになされたもので、その目
的は、各々相違である複数の記録媒体を備える撮影装置で映像を撮像して保存することに
おいて、ユーザが選択した記録媒体の種類によって保存される映像の解像度を自動に設定
する撮影装置及びその方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するための本発明による撮影装置は、カメラレンズを通じて動映像を撮
像するＤＶＣ部と、前記ＤＶＣ部の出力信号をデジタル動映像データに変換させるＤＶＣ
信号処理ブロックと、前記デジタル動映像データを所定の第１解像度に変換させる第１解
像度変換部と、前記デジタル動映像データを所定の第２解像度に変換させる第２解像度変
換部と、前記第１解像度変換部から出力されるデータを所定の第１フォーマットのデータ
で圧縮する第１圧縮部と、前記第２解像度変換部から出力されるデータを所定の第２フォ
ーマットのデータで圧縮する第２圧縮部と、前記第１フォーマットのデータを保存する第
１記録媒体と、前記第２フォーマットのデータを保存する第２記録媒体と、前記第１及び
第２記録媒体の中いずれか１つを選択するための記録モード信号を出力する記録媒体選択
スイッチ部と、前記記録モード信号に基づいて前記デジタル動映像データが前記第１及び
第２解像度変換部の中いずれか１つの解像度変換部へ伝送されるように制御する制御部と
を含むことを特徴とする。
【００１４】
　好ましくは、前記第１解像度は３２０×２４０であり、前記第２解像度は７２０×４８
０である。
【００１５】
　好ましくは、前記第１フォーマットはＭＰＥＧフォーマットであり、前記第２フォーマ
ットはＤＶフォーマットである。
【００１６】
　好ましくは、前記第１記録媒体は、内蔵型メモリ及び脱着式ＩＣメモリカードの中いず
れか１つである。
【００１７】
　好ましくは、前記第２記録媒体は、磁気テープである。
【００１８】
　また、前記記録媒体選択スイッチ部は、表示部と、前記第１及び第２記録媒体の中いず
れか１つを選択するためのメニュー画面を前記表示部に表示する表示文字発生部と、前記
メニュー画面を参照して前記第１及び第２記録媒体の中いずれか１つを選択するためのキ
ー入力部と含む。
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【００１９】
　また、撮影装置は、カメラレンズを通じて停止映像を撮像するＤＳＣ部と、前記ＤＳＣ
部の出力信号をデジタル停止映像データに変換させるＤＳＣ信号処理ブロックと、前記デ
ジタル停止映像データを所定の解像度に変換させる第３解像度変換部と、及び前記第３解
像度変換部から出力されるデータを所定の第３フォーマットのデータで圧縮して第１記録
媒体に保存する第３圧縮部とをさらに含む。
【００２０】
　好ましくは、前記第３解像度変換部は、前記デジタル停止映像データを２２７２×１７
０４解像度に変換させる２２７２×１７０４解像度変換部と、前記デジタル停止映像デー
タを２２７２×１５０４解像度に変換させる２２７２×１５０４解像度変換部と、前記デ
ジタル停止映像データを１６００×１２００解像度に変換させる１６００×１２００解像
度変換部と、前記デジタル停止映像データを６４０×４８０解像度に変換させる６４０×
４８０解像度変換部とを含む。
【００２１】
　好ましくは、前記２２７２×１７０４、２２７２×１５０４、１６００×１２００及び
６４０×４８０解像度変換部の中いずれか１つを選択するための解像度選択部とをさらに
含む。
【００２２】
　好ましくは、前記第３フォーマットは、ＪＰＥＧフォーマットである。
【００２３】
　また、前記ＤＶＣ部及び前記ＤＳＣ部を具備し、本体に対して回転自在に設置される複
合カメラ部と、前記複合カメラ部の回転角度によって前記ＤＳＣ部及びＤＶＣ部の中いず
れか１つを選択して対応する動作モード信号を出力するモード選択スイッチ部とをさらに
含み、前記制御部は、前記動作モード信号に対応する前記ＤＳＣ部及びＤＶＣ部の中いず
れか１つを駆動させることができる。
【００２４】
　また、前記モード選択スイッチ部は、前記複合カメラ部の回転角度が第１範囲である場
合には前記ＤＳＣ部を作動させるためのＤＳＣ動作モード信号を前記制御部へ出力し、前
記回転角度が第２範囲である場合には前記ＤＶＣ部を作動させるためのＤＶＣ動作モード
信号を前記制御部へ出力できる。
【００２５】
　好ましくは、前記モード選択スイッチ部は、前記回転角度が第３及び第４範囲である場
合は前記動作モード信号を出力しない。
【００２６】
　一方、本発明による撮影方法は、（ａ）カメラレンズ部を通じて撮影した動映像を電気
的な信号に光電変換させた後にデジタル動映像データに変換させる段階と、（ｂ）第１及
び第２記録媒体の中いずれか１つを選択する段階と、（ｃ）前記（ｂ）段階前記第１記録
媒体が選択される場合、前記デジタル動映像データを所定の第１解像度に変換した後、所
定の第１フォーマットのデータで圧縮して第１記録媒体に保存する段階と、（ｄ）前記（
ｂ）段階で前記第２記録媒体が選択される場合、前記デジタル動映像データを所定の第２
解像度に変換した後、所定の第２フォーマットのデータで圧縮して第２記録媒体に保存す
る段階を含むことを特徴とする。
【００２７】
　好ましくは、前記第１解像度は３２０×２４０であり、前記第２解像度は７２０×４８
０である。
【００２８】
　好ましくは、前記第１フォーマットはＭＰＥＧフォーマットであり、前記第２フォーマ
ットはＤＶフォーマットである。
【００２９】
　好ましくは、前記第１記録媒体は内蔵型メモリ及び脱着式ＩＣメモリカードの中いずれ
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か１つであり、前記第２記録媒体は磁気テープである。
【００３０】
　また、前記（ｂ）段階は、（ｂ１）前記第１及び第２記録媒体の中いずれか１つを設定
するためのメニュー画面を表示する段階と、（ｂ２）前記メニュー画面を参照して前記第
１及び第２記録媒体の中いずれか１つを選択する段階とを含む。
【００３１】
　一方、本発明による本体及び前記本体に対して回転自在に設置され、動映像を含んだ映
像を撮像する第１カメラ部と停止映像を撮像する第２カメラ部を含む複合カメラ部を備え
る複合撮影装置の撮影方法は、（ａ）前記複合カメラ部の回転角度によって前記第１及び
第２カメラ部の中いずれか１つを選択する段階と、（ｂ）前記（ａ）段階で前記第１カメ
ラ部が選択される場合、第１及び第２記録媒体の中いずれか１つを選択する段階と、（ｃ
）前記（ｂ）段階で前記第１記録媒体が選択される場合、前記第１カメラ部から出力され
たデータを所定の第１解像度に変換した後、所定の第１フォーマットのデータで圧縮して
前記第１記録媒体に保存する段階と、（ｄ）前記（ｂ）段階で前記第２記録媒体が選択さ
れる場合、前記第１カメラ部から出力されたデータを所定の第２解像度に変換した後、所
定の第２フォーマットのデータで圧縮して前記第２記録媒体に保存する段階とを含むこと
を特徴とする。
【００３２】
　好ましくは、前記（ａ）段階で前記第２カメラ部が選択される場合、前記第２カメラ部
から出力されたデータを所定の第３解像度に変換した後、所定の第３フォーマットのデー
タで圧縮して前記第１記録媒体に保存する段階とさらに含む。
【００３３】
　好ましくは、前記第１解像度は３２０×２４０であり、前記第２解像度は７２０×４８
０であり、前記第３解像度は２２７２×１７０４、２２７２×１５０４、１６００×１２
００及び６４０×４８０の中いずれか１つである。
【００３４】
　好ましくは、前記２２７２×１７０４、２２７２×１５０４、１６００×１２００及び
６４０×４８０解像度の中いずれか１つを選択する段階をさらに含む。
【００３５】
　好ましくは、前記第１フォーマットはＭＰＥＧフォーマットであり、前記第２フォーマ
ットはＤＶフォーマットであり、前記第３フォーマットはＪＰＥＧフォーマットである。
【００３６】
　好ましくは、前記第１記録媒体は内蔵型メモリ及び脱着式ＩＣメモリカードの中いずれ
か１つであり、前記第２記録媒体は磁気テープである。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によると、各々相違している複数の記録媒体を備える撮影装置で映像を撮像して
保存することにおいて、ユーザが大容量を有する記録媒体に保存しようとする場合には高
解像度の映像で記録し、低容量を有する記録媒体に保存しようとする場合には低解像度の
映像で記録することが自動に設定されることにより、記録媒体に種類によってユーザが別
に解像度を設定する必要がないので使用が便利になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下、添付の図面を参照して本発明の実施例を詳しく説明する。
【００３９】
　図１は本発明の実施例による撮影装置の外観斜視図であり、図２は本発明の実施例によ
る撮影装置のブロックである。図１及び図２を参照すると、撮影装置は、本体１００と、
本体１００に連結される複合カメラ部２００と、モード選択スイッチ部３００から構成さ
れる。
【００４０】
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　図２を参照すると、前記複合カメラ部２００は、ＤＳＣ部２０１及びＤＶＣ部２０２で
構成される。前記ＤＳＣ部２０１及びＤＶＣ部２０２は、撮像する映像の種類が相違であ
るので各々独立的に駆動される。前記ＤＳＣ部２０１は、ＤＳＣレンズ部２１１と、ＤＳ
ＣＣＣＤ２２１と、ＤＳＣレンズ駆動部２３１から構成され、前記ＤＶＣ部２０２はＤＶ
Ｃレンズ部２１２と、ＤＶＣＣＣＤ２２２と、ＤＶＣレンズ駆動部２３２から構成される
。
【００４１】
　図２を参照すると、前記ＤＳＣレンズ駆動部２３１は、ＤＳＣ制御部１４２の制御によ
って前記ＤＳＣレンズ部２１１を駆動させる。ＤＳＣレンズ部２１１を通じて結像された
光学像はＤＳＣＣＣＤ２２１で電気的な信号に光電変換され、変換された前記信号は、Ｄ
ＳＣ信号処理ブロック１１１へ伝送される。ＤＳＣＣＣＤ２２１は、プログレッシブスキ
ャン方式を使用する。
【００４２】
　前記ＤＶＣレンズ駆動部２３２は、主制御部１４１の制御によってＤＶＣレンズ部２１
２を駆動させる。ＤＶＣレンズ部２１２を通じて結像された光学像は、ＤＶＣＣＣＤ２２
２で電気的な信号に光電変換され、変換された前記信号は、ＤＶＣ信号処理ブロック１１
２へ伝送される。前記ＤＶＣＣＣＤ２２２は、インターレーススキャン方式を使用する。
【００４３】
　図３Ａ乃至図３Ｅは、複合カメラ部を説明するための図である。前記複合カメラ部２０
０は、ユーザの操作により、本体１００の側面でＺ軸を中心で少なくとも１８０度以上回
転できるように設置される。前記本体１００に対する前記複合カメラ部２００の回転角度
によって複合カメラ部２００に具備されたＤＳＣ部２０１及びＤＶＣ部２０２の中いずれ
か１つが撮像を行い、具体的にはＸ軸の左側を基準で上下４５度角度の範囲内（Ｒ）に位
置するカメラ部が撮像を実行するようになる。
【００４４】
　図３Ａ乃至図３Ｅには、ユーザが前記複合カメラ部２００を時計方向へ４５度ずつ回転
させる間の複合カメラ部２００の位置を各々図示した。図３Ａを参照すると、複合カメラ
部２００に内蔵されているＤＳＣレンズ部２１１、ＤＳＣＣＣＤ２２１、ＤＶＣレンズ部
２１２及びＤＶＣＣＣＤ２２２を点線で図示し、説明の便宜上ＤＳＣレンズ駆動部２３１
及びＤＶＣレンズ駆動部２３２は省略した。
【００４５】
　図３Ａ及び図３Ｂでは、ＤＳＣレンズ部２１１及びＤＳＣＣＣＤ２２１がＸ軸の左側を
基準で上下４５度角度の範囲内に位置したので、ＤＳＣ部２０１が撮像を実行するＤＳＣ
動作モードで作動するようになる。
【００４６】
　図３Ｃを参照すると、Ｘ軸の左側を基準で上下４５度角度の範囲内（Ｒ）に位置するカ
メラ部が存在しない。したがって、この場合にはどのカメラ部も撮像を実行しないように
なる。
【００４７】
　図３Ｄ及び図３Ｅを参照すると、ＤＶＣレンズ部２１２及びＤＶＣＣＣＤ２２２は、Ｘ
軸の左側を基準で上下４５度角度の範囲内（Ｒ）に位置するようになる。したがって、Ｘ
軸の左側を基準で上下４５度角度の範囲内（Ｒ）に位置したＤＶＣ部２０２が撮像を行う
ようになる。
【００４８】
　図１及び図２を参照すると、本体１００は、撮影装置のメインボーディとして、複合カ
メラ部２００及びモード選択スイッチ部３００に具備される装置を除外した残りの装置を
内蔵及び具備できる。
【００４９】
　前記ＤＳＣ信号処理ブロック１１１は、ＤＳＣＣＣＤ２２１から受信した信号をフレー
ム単位で処理してデジタル停止映像データを出力し、ＤＳＣ制御部１４２の制御により色
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、色の彩度、明度、撮影時のシャッターの速度等を変更することができる。
【００５０】
　前記第３解像度変換部１７３は、前記ＤＳＣ信号処理ブロック１１１から受信したデジ
タル停止映像データを２２７２×１７０４解像度に変換させる。同様に第４解像度変換部
１７４は前記デジタル停止映像データを２２７２×１５０４解像度に、第５解像度変換部
１７５は１６００×１２００解像度に、第６解像度変換部１７６は６４０×４８０解像度
に変換させる。
【００５１】
　前記ＪＰＥＧ圧縮部１８１は、第３乃至第６解像度変換部１７３～１７６から受信した
データをＪＰＥＧフォーマットのデータで圧縮する。ＪＰＥＧフォーマットのデータは脱
着式ＩＣメモリカード１２１に保存される。
【００５２】
　前記ＤＶＣ信号処理ブロック１１２は、ＤＶＣＣＣＤ２２２から受信した信号をフィー
ルド単位で処理してデジタル動映像データを出力し、主制御部１４１の制御により色、色
の彩度、明度、撮影時のシャッターの速度等を変更することができる。
【００５３】
　前記第１解像度変換部１７１は、ＤＶＣ信号処理ブロック１１２から受信したデジタル
動映像データを３２０×２４０解像度に変換させる。ＭＰＥＧ圧縮部１８２は、前記第１
解像度変換部１７１から受信したデータをＭＰＥＧフォーマットのデータで圧縮し、ＭＰ
ＥＧフォーマットのデータは脱着式ＩＣメモリカード１２１に保存される。
【００５４】
　一方、第２解像度変換部１７２は、ＤＶＣ信号処理ブロック１１２から受信したデジタ
ル動映像データを７４０×４８０解像度に変換させる。ＤＶ圧縮部１８３は、前記第２解
像度変換部１７２から受信したデータをＤＶフォーマットのデータで圧縮し、ＤＶフォー
マットのデータは、ＶＣＲデッキ１２４を通じて磁気テープ１２２に保存される。
【００５５】
　図１を参照すると、本体１００の一段部、即ち、撮影方向（Ｘ）へ露出される本体１０
０の後端部には再生される音響を出力するスピーカー１３と、外部の音響を取得するため
のマイク１３２が各々具備される。
【００５６】
　撮影装置に具備される記録媒体には、脱着式ＩＣメモリカード１２１と磁気テープ１２
２がある。前記脱着式ＩＣメモリカード１２１は、ＰＣと直接に接続してデータを簡便に
伝送でき、相対的に保存容量が少ないで低容量のデータだけが記録可能である。前記脱着
式ＩＣメモリカードは、カード形態に形成された記録媒体の一種で、ケースに一つまたは
複数の半導体メモリを格納して端部にインターフェース接続機を具備している。これは保
存容量を拡張するために使用される。前記脱着式ＩＣメモリカードは、格納されたメモリ
の種類によって区分できる。その種類にはＲＡＭカード、フラッシュメモリカード、非揮
発性半導体メモリカードなどがある。一方、磁気テープ１２２は、ＶＣＲデッキ駆動部１
２３により駆動されるＶＣＲデッキ１２４に挿入されて使用され、前記脱着式ＩＣメモリ
カード１２１に比して保存容量が大きい。
【００５７】
　表示文字発生部１５５は、主制御部１４１から制御信号を受け表示部１５０の特定位置
に特定文字を発生させる機能をする。
【００５８】
　１３９４インターフェース部１９１は、他の外部のデバイスとデータを交換するために
使用され、主にＰＣとインターフェースするために使用される。即ち、撮影されたデジタ
ル映像データは、１３９４インターフェース部１９１を通じてＰＣに伝送することができ
、反対にＰＣからデジタル映像データを受信して磁気テープ１２２に記録することもでき
る。
【００５９】
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　図１を参照すると、表示部１５０は、本体１００に具備されて撮影される映像を表示す
るビューファインダー１５１と、本体１００に形成されてＬＣＤパネル１５２を備える。
【００６０】
　ＤＳＣで撮影した停止映像は、脱着式ＩＣメモリカード１２１に保存される。ユーザは
ＤＳＣ解像度選択部（図示せず）を使用し、保存される停止映像の解像度を選択すること
ができる。高解像度である場合はデータの容量が大きくなって保存できる写真の個数が少
ないが、低解像度であるばあいはデータの容量が少ないで保存できる写真の個数が大きく
なる。一例で、脱着式ＩＣメモリカード１２１の保存容量が３２ＭＢである場合、解像度
が２２７２×１７０４であれば、約５２枚の写真を保存することができ、解像度が６４０
×４８０であれば、約３６０枚の写真が保存可能である。
【００６１】
　ＤＳＣ解像度選択部は、キー入力部１３０、表示文字発生部１５５及び表示部１５０を
含んで構成できる。前記キー入力部１３０にはメニュー画面を表示部に表示させる命令を
入力するためのメニュー表示キーと、メニュー画面に選択可能に配列された項目に対して
カーソルを移動させるための方向キーと、カーソルが位置した項目を選択するための選択
キーが具備される。
【００６２】
　前記キー入力部１３０は、ユーザがメニュー表示キーを押すとメニュー表示信号を、方
向キーを押すとカーソル移動信号を、選択キーを押すと項目選択信号を主制御部１４１へ
伝送する。
【００６３】
　前記主制御部１４１は、メニュー表示信号を受信すると、表示文字発生部１５５が表示
部１５０にメニュー画面を表示するように制御し、カーソル移動信号を受信すると、表示
文字発生部１５５が表示部１５０に位置が移動されたカーソルを表示するように制御する
。
【００６４】
　一方、前記主制御部１４１は、項目選択信号を受信すると、表示文字発生部１５５が表
示部１５０に前記項目の従属メニューを表示するように制御し、従属メニューが存在しな
い場合にはメニュー項目に対応する動作を実行するようになる。
【００６５】
　図４Ａ及び図４Ｂは、メニュー画面を利用してＤＳＣ解像度を選択する過程を説明する
ための図である。
【００６６】
　図４Ａに図示されるように、撮影装置がＤＳＣ動作モードで作動されている場合に、ユ
ーザがメニュー表示キーを押すと、表示部にはＤＳＣのメニュー画面が表示され、カーソ
ルを‘１．解像度’に置く選択キーを押すと‘１．解像度’の従属メニューである‘（１
）Ｌ２２７２×１７０４’、‘（２）Ｐ２２７２×１５０４’、‘（３）Ｍ１６００×１
２００’及び‘（４）Ｓ６４０×４８０’が表示される。
【００６７】
　図４Ｂに図示されるように、以後にユーザが方向キーを利用してカーソルを‘（３）Ｍ
１６００×１２００’に位置させて選択キーを押すと、主制御部１４１は停止映像データ
を１６００×１２００解像度に変換するように制御する。
【００６８】
　一方、ＤＶＣで撮影した動映像は、脱着式ＩＣメモリカード１２１又は磁気テープ１２
２に選択的に保存される。その保存経路はユーザが自由に設定できる。ユーザは、キー入
力部１３０に形成された記録媒体選択スイッチ１３１を使用して撮像された動映像が保存
される記録媒体を選択することができる。即ち、記録媒体選択スイッチ１３１は、ユーザ
の選択によって、主制御部１４１へメモリ記録モード信号又はテープ記録モード信号を出
力する。
【００６９】

10

20

30

40

50

(9) JP 4028511 B2 2007.12.26



　一方、ユーザは記録媒体設定部（図示せず）で記録媒体を選択することができる。記録
媒体設定部はキー入力部１３０、表示文字発生部１５５及び表示部１５０を含んで構成さ
れ、各構成要素の機能は、ＤＳＣ解像度選択部で説明した内容と同一である。
【００７０】
　図５Ａ乃至図５Ｂは、メニュー画面を利用して記録媒体を設定する過程を説明するため
の図である。
【００７１】
　図５Ａに図示されるように、撮影装置がＤＶＣ動作モードで作動されている場合に、ユ
ーザがメニュー表示キーを押すと、表示部にはＤＶＣのメニュー画面が表示され、カーソ
ル‘１．記録媒体’に置く選択キーを押すと、‘１．記録媒体’の従属メニューである‘
（１）メモリ’及び‘（２）磁気テープ’が表示される。
【００７２】
　図５Ｂに図示されるように、以後にユーザが方向キーを利用してカーソルを‘（２）磁
気テープ’に位置させて選択キーを押すと、主制御部１４１は撮影された動映像が磁気テ
ープ１２２に保存されるように保存経路を設定するようになる。
【００７３】
　前記制御部１４０は、主制御部１４１及びＤＳＣ制御部１４２で構成される。前記主制
御部１４１は、モード選択スイッチ部３００から受信した動作モード信号に基づいて現在
の動作モードがＤＳＣ動作モード及びＤＶＣ動作モードの中でどの動作モードであるかを
判断する。
【００７４】
　判断結果、ＤＳＣ動作モードであると判断されると、主制御部１４１は、ＤＳＣ制御部
１４２を制御し、ＤＳＣ制御部１４２はＤＳＣレンズ駆動部２３１及びＤＳＣ信号処理ブ
ロック１１１を制御するようにする。したがって、ＤＳＣレンズ部２１１を通じて結像さ
れた光学像がＤＳＣＣＣＤ２２１で電気的な信号に光電変換され、変換された前記信号は
ＤＳＣ信号処理ブロック１１１でデジタル停止映像データに変換される。
【００７５】
　前記主制御部１４１は、ＤＳＣ解像度選択部から受信した信号に基づいて出力されたデ
ジタル停止映像データの解像度を変更する。即ち、前記主制御部１４１はＤＳＣ解像度選
択スイッチ１１３を調整してＤＳＣ信号処理ブロック１１１から出力されたデジタル停止
映像データが第３乃至第６解像度変換部の中いずれか１つに伝送されるようにする。
【００７６】
　デジタル停止映像データは、各々第３解像度変換部１７３へ伝送されると２２７２×１
７０４解像度に、第４解像度変換部１７４へ伝送されると２２７２×１５０４解像度に、
第５解像度変換部１７５へ伝送されると１６００×１２００解像度に、第６解像度変換部
１７６へ伝送されると６４０×４８０解像度に変換される。変換されたデータは、ＪＰＥ
Ｇ圧縮部１８１でＪＰＥＧフォーマットのデータで圧縮される。主制御部１４１は、保存
データ選択スイッチ１２０を調整してＪＰＥＧ圧縮部１８１から出力されたＪＰＥＧフォ
ーマットのデータが脱着式ＩＣメモリカード１２１に保存されるようにする。
【００７７】
　一方、ＤＶＣ動作モードであると判断されると、前記主制御部１４１は、前記ＤＶＣレ
ンズ駆動部２３２及びＤＶＣ信号処理ブロック１１２を制御し、ＤＶＣレンズ部２１２を
通じて結像された光学像はＤＶＣＣＣＤ２２２で電気的な信号に光電変換され、変換され
た前記信号がＤＶＣ信号処理ブロック１１２でデジタル動映像データに変換されるように
する。
【００７８】
　前記主制御部１４１は、記録媒体スイッチ１３１又は記録媒体設定部（図示せず）から
受信した記録モード信号に基づいて現在の記録モードがメモリ記録モード及びテープ記録
モードの中でどの記録モードであるかを判断する。
【００７９】
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　判断結果、メモリ記録モードであると判断されると、主制御部１４１はＤＶＣ解像度選
択スイッチ１１４を調整してＤＶＣ信号処理ブロック１１２から出力されたデジタル動映
像データが第１解像度変換部１７１へ伝送されるように制御する。第１解像度変換部１７
１は、前記デジタル動映像データを３２０×２４０解像度に変換させる。第１解像度変換
部１７１から出力されたデータはＭＰＥＧ圧縮部１８２でＭＰＥＧフォーマットのデータ
で圧縮される。主制御部１４１は、保存データ選択スイッチ１２０を調整してＭＰＥＧフ
ォーマットのデータを脱着式ＩＣメモリカード１２１に保存させる。
【００８０】
　また、テープ記録モードであると判断されると、主制御部１４１は、ＤＶＣ解像度選択
スイッチ１１４を調整してＤＶＣ信号処理ブロック１１２から出力されたデジタル動映像
データが第２解像度変換部１７２へ伝送されるように制御する。第２解像度変換部１７２
は、前記デジタル動映像データを７２０×４８０解像度に変換させる。第２解像度変換部
１７２から出力されたデータはＤＶ圧縮部１８３でＤＶフォーマットのデータで圧縮され
、最終的にＶＣＲデッキ１２４を通じて磁気テープ１２２に保存される。
【００８１】
　前記モード選択スイッチ部３００は、前記複合カメラ部２００と連動して動作するよう
に設置され、複合カメラ部２００の回転角度によって対応する動作モード信号を主制御部
１４１へ出力し、前記主制御部１４１は、動作モード信号を受信して現在の動作モードを
判断する。
【００８２】
　図３Ａに図示されるように、ＤＳＣレンズ部２１１及びＤＳＣＣＣＤ２２１がＸの左側
を基準で上下４５度角度の範囲内に位置した場合には、前記モード選択スイッチ部３００
がＤＳＣ動作モード信号を主制御部１４１へ出力し、制御部１４０はＤＳＣ部２０１を作
動させてＤＶＣ部２０２はオフさせる。
【００８３】
　一方、図３Ｅに図示されるように、ＤＶＣレンズ部２１２及びＤＶＣＣＣＤ２２２がＸ
の左側を基準で上下４５度角度の範囲内に位置した場合には、前記モード選択スイッチ部
３００がＤＶＣ動作モード信号を主制御部１４１へ出力し、制御部１４０はＤＶＣ部２０
２を作動させてＤＳＣ部２０１はオフさせる。
【００８４】
　図６乃至図１０は、モード選択スイッチ部を説明するための図である。図６は、図２の
モード選択スイッチ部３００の一例である切換スイッチを説明するための斜視図である。
図６を参照すると、切換スイッチは、本体１００に形成された第１及び第２接続パターン
１６１、１６２と、前記接続パターン１６１、１６２の中いずれか１つと接続するように
複合カメラ部２００に具備された接続端子２３０を含んで構成できる。前記構成において
、本体１００と複合カメラ部２００は各々ホールｈ１、ｈ２を対向して相対的に回転自在
に結合される。したがって、接続端子２３０は、本体１００に対する複合カメラ部２００
の回転角度によって第１接続パターン１６１又は第２接続パターン１６２に接触される。
ここで、第１接続パターン１６１は、主制御部１４１の第１ポートに連結され、第２接続
パターン１６２は主制御部１４１の第２ポートに連結される。
【００８５】
　図７は、図６に図示された切換スイッチによりＤＳＣ部２０１が選択された状態を示す
図である。この場合、図７に図示されるように、接続端子２３０が第１接続パターン１６
１に接触されると、即ち、複合カメラ部２００の回転角度が第１範囲（接続端子２３０が
Ｘ軸の左側を基準で上下９０度の範囲内）である場合は、ＤＳＣ部２０１を作動させるた
めのＤＳＣ動作モード信号である２進信号‘１’が主制御部１４１の第１ポートへ出力さ
れ、主制御部１４１の第２ポートへ２進信号‘０’が出力される。したがって、ＤＳＣ部
２０１により撮像が行われるＤＳＣ動作モードが選択され、制御部１４０はＤＳＣ部２０
１を作動させててＤＶＣ部２０２はオフさせる。
【００８６】
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　また、接続端子２３０が第２接続パターン１６２に接触されると、即ち、複合カメラ部
２００の回転角度が第２範囲（接続端子２３０がＸ軸の右側を基準で上下９０度の範囲内
）である場合は、ＤＶＣ部２０２を作動させるためのＤＶＣ動作モード信号である２進信
号‘１’が主制御部１４１の第２ポートへ出力され、主制御部１４１の第１ポートへ２進
信号‘０’が出力される。
【００８７】
　図８は、図２のモード選択スイッチ部３００の一例で、切換スイッチを説明するための
斜視図である。図８に図示された切換スイッチは、本体１００に形成された第１及び第２
接続パターン１６１、１６２の以外に、第３及び第４接続パターン１６３、１６４をさら
に具備し、前記接続パターン１６１～１６４の中いずれか１つと接続するように複合カメ
ラ部２００に具備された接続端子２３０を含んで構成できる。したがって、接続端子２３
０は、本体１００に対する複合カメラ部２００の回転角度によって第１乃至第４接続パタ
ーン１６１～１６４の中いずれか１つに接触される。ここで、第１接続パターン１６１は
主制御部１４１の第１ポートに連結され、第２接続パターン１６２は主制御部１４１の第
２ポートに連結され、第３及び第４接続パターン１６３、１６４は主制御部１４１のポー
トと連結されていない。
【００８８】
　図９は、図８に図示された切換スイッチによりどのカメラ部も選択されなかった状態を
示す図である。この場合、図９に図示されるように、接続端子２３０が第３接続パターン
１６３に接触されると、即ち、複合カメラ部２００の回転角度が第３範囲（接続端子２３
０がＹ軸の上側を基準で左右４５度の範囲内）である場合は、主制御部１４１のポートへ
動作モード信号が出力されない。これは、接続端子２３０が第４接続パターン１６４に接
触された場合も同様である。したがって、動作モード信号を受信しなかった場合、制御部
１４０は作動中であるカメラ部をオフするようになることにより、ＤＳＣ部２０１及びＤ
ＶＣ部２０２は全て動作しないようになる。
【００８９】
　この時、第１乃至第４接続パターン１６１～１６４が９０度角度の間隔で形成されたと
仮定すると、接続端子２３０がＸ軸の左側を基準で上下４５度の角度上に位置するとＤＳ
Ｃ部２０１が、Ｘ軸の右側を基準で上下４５度の角度上に位置するとＤＶＣ部２０２が作
動し、Ｙ軸の上側を基準で左右４５度の角度上に位置するかＹ軸の下側を基準で左右４５
度の角度上に位置すると、どのカメラ部も作動しない。このように、Ｙ軸を基準で左右４
５度の角度上で全てのカメラ部がオフされるようにした理由は、ユーザがズーム機能を設
定してＤＳＣ及びＤＶＣレンズ部２１１、２１２が複合カメラ部２００の外部へ突出され
た状態で複合カメラ部２００を回転させる時、前記レンズ部２２１、２２２が本体１００
と衝突することを防止するためである。
【００９０】
　図１０は、図２のモード選択スイッチ部３００の他の例を説明するための図である。図
１０を参照すると、複合カメラ部２００が本体１００と接触する面にモードスイッチ部３
１０が形成されており、モードスイッチ部３１０にはＤＳＣモードスイッチ３１１及びＤ
ＶＣモードスイッチ３１２が形成される。ＤＳＣモードスイッチ３１１は主制御部１４１
の第１ポートに連結され、ＤＶＣモードスイッチ３１２は主制御部１４１の第２ポートに
連結される。複合カメラ部２００が本体に対して回転すると、複合カメラ部２００に形成
されたモードスイッチ部３１０、ＤＳＣモードスイッチ３１１及びＤＶＣモードスイッチ
３１２も共に回転する。
【００９１】
　ＤＳＣモードスイッチ３１１はｄ１及びｄ２範囲で回転が可能である。ＤＳＣモードス
イッチ３１１がｄ１範囲（Ｙ軸の下側を基準で左右４５度）に位置すると、ＤＳＣ部２０
１を作動させるためのＤＳＣ動作モード信号である２進信号‘１’が主制御部１４１の第
１ポートへ出力され、主制御部１４１の第２ポートへ２進信号‘０’が出力される。
【００９２】
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　一方、ＤＶＣモードスイッチ３１２はｄ３及びｄ４範囲で回転が可能である。ＤＶＣモ
ードスイッチ３１２がｄ３範囲（Ｙ軸の下側を基準で左側９０度）に位置すると、ＤＶＣ
部２０２を作動させるためのＤＶＣ動作モード信号である２進信号‘１’が主制御部１４
１の第２ポートへ出力され、主制御部１４１の第１ポートへ２進信号‘０’が出力される
。
【００９３】
　図１１は、本発明による撮影方法を説明するためのフローチャートである。図１１を参
照すると、主制御部１４１はモード選択スイッチ部３００から受信した動作モード信号に
基づいて動作モードを判断する（Ｓ５００）。
【００９４】
　Ｓ５００段階で、ＤＳＣ動作モードであると判断されると、ＤＳＣＣＣＤ２２１はＤＳ
Ｃレンズ部２１１を通じて結像した光学像を電気的な信号で光電変換させＤＳＣ信号処理
ブロック１１１へ伝送する（Ｓ５１１）。ＤＳＣ信号処理ブロック１１１は前記信号をデ
ジタル停止映像データに変換する（Ｓ５１３）。
【００９５】
　主制御部はＤＳＣ解像度選択部から受信した信号に基づいて変換しようとする解像度を
決定する（Ｓ５１５１、Ｓ５１５３、Ｓ５１５５）。ＤＳＣ信号処理ブロック１１１から
出力されたデジタル停止映像データは２２７２×１７０４解像度、２２７２×１５０４解
像度、１６００×１２００解像度及び６４０×４８０解像度の中いずれか１つに変換され
る（Ｓ５１７１、Ｓ５１７３、Ｓ５１７５、Ｓ５１７７）。
【００９６】
　ＪＰＥＧ圧縮部１８１は変換されたデータをＪＰＥＧフォーマットのデータで圧縮する
（Ｓ５１８）。ＪＰＥＧフォーマットのデータは脱着式ＩＣメモリカード１２１に保存さ
れる（Ｓ５１９）。
【００９７】
　一方、Ｓ５００段階で、ＤＶＣ動作モードであると判断されると、ＤＶＣＣＣＤ２２２
はＤＶＣレンズ部２１２を通じて訣像した光学像を電気的な信号で光電変換させＤＶＣ信
号処理ブロック１１２へ伝送し（Ｓ５２１）、ＤＶＣ信号処理ブロック１１２は前記信号
をデジタル動映像データに変換する（Ｓ５２３）。
【００９８】
　主制御部１４１は、記録媒体選択スイッチ１３１又は記録媒体設定部から受信した記録
モード信号に基づいて記録モードを判断する（Ｓ５２５）。
【００９９】
　Ｓ５２５段階で、メモリ記録モードであると判断されると、ＤＶＣ信号処理ブロック１
１２から出力されたデジタル動映像データは３２０×２４０解像度に変換される（Ｓ５２
７１）。前記変換されたデータはＭＰＥＧ圧縮部１８２でＭＰＥＧフォーマットのデータ
で圧縮される（Ｓ５２８１）。また、ＭＰＥＧフォーマットのデータは脱着式ＩＣメモリ
カード１２１に保存される（Ｓ５２９１）。
【０１００】
　また、Ｓ５２５段階で、テープ記録モードであると判断されると、ＤＶＣ信号処理ブロ
ック１１２から出力されたデジタル動映像データは７２０×４８０解像度に変換される（
Ｓ５２７２）。前記変換されたデータはＤＶ圧縮部１８３でＤＶフォーマットのデータで
圧縮される（Ｓ５２８２）。また、ＤＶフォーマットのデータはＶＣＲデッキ１２４を通
じて磁気テープに保存される（Ｓ５２９２）。
【０１０１】
　本発明は、本発明の技数的思想から逸脱することなく、他の種々の形態で実施すること
ができる。前述の実施例は、あくまでも、本発明の技数内容を明らかにするものであって
、そのような具体例のみに限定して狭義に解釈されるべきものではなく、本発明の精神と
特許請求の範囲内で、いろいろと変更して実施することができるものである。
【図面の簡単な説明】
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【０１０２】
【図１】本発明の実施例に係る撮影装置の外観斜視図である。
【図２】本発明の実施例に係る撮影装置のブロック図である。
【図３Ａ】複合カメラ部の説明のために提供される図である。
【図３Ｂ】複合カメラ部の説明のために提供される図である。
【図３Ｃ】複合カメラ部の説明のために提供される図である。
【図３Ｄ】複合カメラ部の説明のために提供される図である。
【図３Ｅ】複合カメラ部の説明のために提供される図である。
【図４】Ａ及びＢは、ＤＳＣ解像度選択部を説明するための図である。
【図５】Ａ及びＢは、記録媒体設定部を説明するための図である。
【図６】図２のモード選択スイッチ部の一例である切換スイッチを説明するための斜視図
である。
【図７】図６に図示された切換スイッチによりＤＳＣ部が選択された状態を示す図である
。
【図８】２のモード選択スイッチ部の一例で、切換スイッチを説明するための斜視図であ
る。
【図９】図８に図示された切換スイッチによりどのカメラ部も選択されなかった状態を示
す図である。
【図１０】図２のモード選択スイッチ部３００の他の例を説明するための図である。
【図１１】本発明に係る撮影方法を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【０１０３】
１００　本体
１２１　脱着式ＩＣメモリカード
１３１　記録媒体選択スイッチ
１４０　制御部
１５０　表示部
１７１　第１解像度変換部
２００　複合カメラ部
２０１　ＤＳＣ部
２０２　ＤＶＣ部
２１１　ＤＳＣレンズ部
２２１　ＤＳＣＣＣＤ
１８１　ＪＰＥＧ圧縮部
１８２　ＭＰＥＧ圧縮部
３００　モード選択スイッチ部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ３ Ｄ 】

【 図 ３ Ｅ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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